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　　　　☆日本化学会賞受賞☆

　日本化学会では4月4日東大における第7年会総会に

おいて本年度学会賞を授与したが，当生産按術研究所藤

森栄二技官の「有機螢光及び感光物質に関する研究」が

進歩賞として受賞された．

　従来の研究は有機化合物の一：　一一ネルギー準位，従って光

吸収特性の理論並に実験的研究が大部分であったが，こ

の研究では，最近パイ電子の研究と共に，色々な分野でそ

の特異性が注目されて来た有機螢光物質につき，その螢

光特性が注目されて来た有機螢光物質につき，その螢光

特性が反応性の観点から研究され，更に感光物質にまで

結びつけられたものである．先ず有機螢光物質がイペリ

ットその他の微量の毒ガスと作用して，しばしば螢光ス

ペクトル又は螢光能を変える事実を見出してその微量分

析を行った研究から始．，たもので当時としては全く新ら

しい着想であった．それ以後，無機螢燐光体の製法・理

論・応用の進歩に比して有機螢光体の研究は，はるかに

遅れており，系統的研究が殆んどなかったため，この分

野の草分けとして多数の螢光及ひ感光物質を合成し，そ

の応用と共にそのスペグトル構造，他物質との相互作

用，発光性並に感光性の研究を進め．螢光分析の基礎及

び応用を築き．同時に物性としての分子論．反応論的考

察に努め．これらに基づいて視紅や光合成の入工模型を

作り光化学の新らしい応用の研究に発展し，この方面の

内外の研究者に多大の関心を呼び起したものである．

　　　　　☆土木学会賞授賞☆
　第5部助手水野俊一君の「コソクリートの品質管理に

関する研究」に対して，土木学会より昭和28年度の学

会奨励費が授与された．

　　　　　☆AVSA研究会発足☆
　本所第1部池田教授，糸川教授，玉木教授，第3部星

合教授，本所々長，高木教授，沢井教授の6教授を中心

としてAVSA（Avionics　and　Super－sonic　Aeronautics）

研究会が組織され，4月8日その第1回研究会が開かれ

た．超音速航空工学及び超音速航空電子工学と結びつけ

た新しい領域を対象とし，今後の発展が期待される．
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